
                             

                    

                              

                             

 

高齢者等の移動支援について考える！ 

 

 

２
月
1６
日
（
金
）
沖
縄
市
福
祉

文
化
プ
ラ
ザ
に
て
、
沖
縄
市
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
、
令
和
５
年
度 

沖

縄
市
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業 

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
「
実
践

報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
沖
縄
市
介
護
保
険
課 

地
域

支
援
担
当
よ
り
『
高
齢
者
の
日
常
に

お
け
る
移
動
手
段
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
』
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
『
要
支
援
者
等
の
移
動

支
援
に
つ
い
て 

先
進
地
の
事
例
を

通
し
て
学
ぶ
』
実
践
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

実
践
報
告
に
つ
い
て
は
、 

１
、
先
進
地
の
要
支
援
者
等
の
移

動
・
外
出
支
援
の
取
り
組
み 

２
、
那
覇
市
で
の
取
り
組
み 

３
、
沖
縄
市
内
の
移
動
支
援
・
外

出
支
援
の
取
り
組
み 

➀
松
本
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

➁
泡
瀬
第
三
自
治
会
の
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
会
の
目
的
は
、
移
動
と
外

出
支
援
に
お
い
て
、
身
近
な
乗
り

合
い
、
移
動
の
お
手
伝
い
、
新
し

い
支
え
合
い
を
考
え
る
こ
と
。
移

動
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
実

際
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。 

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
（
各

自
治
会
）
へ
内
容
を
報
告
し
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
移
動
支
援
を
話

し
合
い
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

～令和 5年度 沖縄市キャラバンメイト連絡会～ 

令和 6年２月１４日（水）沖縄市社会福祉センターにて沖縄市役所介護保険課主催キャラバンメイト連絡会が
開催されました。講演会では大城勝史さん（沖縄県認知症希望大使：令和 5年９月任命）による講演があり、若
年性認知症と診断されるまでの経過や、診断後の気持ち、普段の過ごし方、これから挑戦したいこと等、たくさ

んのお話を聴くことができました。 

Q．初めて若年性認知症と診断された時 
の気持ちは？ 
大城：ショックでした・・・。営業職に
戻れないんだな。と自信を失いました。 
 
Q．若年性認知症になる前に違和感はあ
りましたか？ 
大城：人の名前と顔を覚えられ 
ない。道に迷うようになった。車 
を駐車した場所を忘れることなどがあり
ました。 
 
Q．一番辛かった出来事を教えて下さ
い。 
大城：自動車運転免許の返納です。高校
卒業後から車が好きでした。免許を返納
することは自分の一部を持っていかれる
ようで・・辛かった。一歩踏み出すこと
ができずじっくり考えました。 
安次富：高齢者の自動車免許返納後のサ
ービスはあるけど、若年性認知症のサー
ビスはありません。訴え続けて制度を作
らなければなりません！！ 

Q．生活の中で工夫していることを
教えて下さい。 
大城：記憶より記録！ 
・メモリーノートの活用 
・写真の地図作成（バス停～会社） 
・２つのホワイトボードでスケジュ
ール管理 

・ボイスメモを活用しています！ 
 
Q.これから挑戦したいことは？ 
大城：若年性認知症に対する偏見、
誤解をなくしたい！！ 

 
Q．最後に皆さんにメッセージをお
願いします。 

大城：診断された本人も、家族も一
人で悩まないで、相談してほし
い。今はたくさんのサポート、支
援体制があります。僕の経験が役
に立つならこれからも語りたいで
す。たくさんの支え、繋がりがあ
るから生きていけます。 

写真右：大城勝史さん 
写真左：安次富麻紀さん 

（沖縄県若年性認知症コーディネーター） 

 

進行：田中将太氏 
琉球大学 人文社会学部  

（社会福祉士・精神保健福祉士） 

中学校区に分かれ、情報交換及び意見交
換をしました。 
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沖 縄 市 ま る っ と つ な が る ラ ジ オ            
Ｆ Ｍ コ ザ 7 6 . 1 Ⅿ ｈ 「 ま る ラ ジ 」 
毎 週 火 曜 日 午 前 １ ０ 時 か ら 放 送 中 
※ 包 括 支 援 セ ン タ ー の 情 報 を 発 信 中 ！ 

2/6（火）のゲストは、ショッピングリハ

ビリの職員（理学療法士）の我如古純也さん

（写真右から２番目）、比嘉愛華さん（写真右

から３番目）。買い物難民の問題に対応するた

め、デイサービス事業を開始し、今後はボラ

ンティアにて地域の買い物に特化した移動支

援も実施するとのお話がありました。 

 2/20（火）のゲストは、地域包括西部南に

て実習中の名若心愛さん（写真右から２番

目）、金城和葉さん（写真右から３番目）。実習

で感じたこと、社会福祉士・精神保健福祉士を

目指すきっかけなどを話してもらいました。二

人とも「大学での学びが実習する中でつながっ

て行くのが楽しい。」と話していました。 

 

 「あごーりば」とは「お召し上がりください」

という宮城島の方言だそうです。 

2/8（木）南桃原自治会の視察研修へ参加しました。場所は宮城島（うるま市与那城）にあ

る地域食堂。宮城島には４つ集落（桃原・上原・宮城・池味）があり、人口減少、高齢者の一

人暮らしの方が増え、自治会行事に参加できなくなってきている現状がある。そこで、４自治

会合同で昨年６月より月１回（第３木曜日）の地域食堂が開始されました。２つの食堂で交互

に、ボランティアで運営。今では地域の方からの食材提供もあるそうです。200円のお弁当を

50 食提供。島の方々の居場所づくり・他者との交流を目的として食堂まで歩いて来られる方

もいるが、一人暮らしの高齢者宅へ声かけ・見守りを目的とした配達も多いとのこと。 

 

 

島内を散策しながらあごーりば
食堂まで歩いて移動。場所を移し

て昼食。うるマルシェで買い物
と、南桃原の方々の活気ある姿を
見ることもできました。 

50食限定！ 
200円♪ 
モットーは継続！ 


